
 

注意事項  

1. 扉は重量がありますので

2. 取り扱いの際に

3. レールなどのゴミやホコリを定期的に掃除してください。

4. 開閉時に指などを挟まないように注意してください。

 

操作方法 

◆ハンドル操作

・扉が閉まっているとき

・扉を開けるとき

※動かすときは必ずハンドルをしっかり下向きにしてください。ハンドルを途中で止めて動かすと故障の原因となります。

※ソフトクローズ

なる可能性があります。ソフトクローズが作動しなくなってしまった場合

け、②⼾尻の上部を⼾先側に向かって押してください。

（下記、図をご参照下さい。）

 

◆鍵の操作 

・鍵は左に回すと施錠します。カチッと音がするまで回してください。

 

※ハンドルなどがガタついてきた場合、ネジの締めなおしをおこなってください※

※裏⾯のメンテナンス⽅法もよくお読みになり、末永くお使いください※

 

 

 

 

 

  ※ケガや故障の原因になる場合があります※

重量がありますので

取り扱いの際に手が汚れていると手跡がついて

レールなどのゴミやホコリを定期的に掃除してください。

開閉時に指などを挟まないように注意してください。
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⽊製⽞関引き⼾ お取り扱い説明書（ユーザー様用）

※ケガや故障の原因になる場合があります※

、取り扱い・ケガに十分注意して下さい。
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※動かすときは必ずハンドルをしっかり下向きにしてください。ハンドルを途中で止めて動かすと故障の原因となります。
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扉を⼾先までつ

作動するようになります。
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良い状態で末永くお使い頂けるように⽇常のメンテナンス・再塗装等をお願いします。

 

日常のメンテナンス

⽉に１・２回程度、乾いた布（やわらかい布）などで表⾯にキズがつかないように、ほこり等のふき取り掃除をしてくだ

さい。 

雨水がかかったり、汚れがついた時は、早めにカラ拭きをしてください。

 

シリンダー・鍵のメンテナンス

半年の１回くらいを目安にお手⼊れをお願いします。

鍵穴のゴミやホコリは掃除機で吸い出したり、エアダスター等を使用して拭き出してください。

鍵が汚れた場合は、⻭ブラシ等で刻み部分や溝の汚れを掻き出

 

ハンドル・レールのメンテナンス

年に数回はハンドルの注油をしてください。

注油には、スプレー式潤滑油、シリコンスプレー、グリス等を使用してください。

レールは特に

 

再塗装 

ご使用状況・状態によりますが、１年に１度を目安に

工場製造時には「オスモカラー＃４２０外装用クリアー“プラス”」で塗装しております。

（塗装に適した条件は気温

けて⾏ってください。

 

◆再塗装手順◆

①サンドペーパー１００番で表⾯の汚れを落とし、サンドペーパー４００番で仕上げる。

②濡らした布で表⾯をふき、

③刷⽑を使って塗料を伸ばしながら塗装し、乾かないうちに布でふき取りをする（ふき取り仕上げ）

 ※再塗装をする場合は必ず扉の裏表をおこなってください。⽚側だけの再塗装は反りの原因となります。

 ※塗装に使用した刷⽑や布は自然発火の可能性がありますので、火気の有無にかかわらず使用後すぐに水に浸して処分

してください。
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①サンドペーパー１００番で表⾯の汚れを落とし、サンドペーパー４００番で仕上げる。 

③刷⽑を使って塗料を伸ばしながら塗装し、乾かないうちに布でふき取りをする（ふき取り仕上げ）

※再塗装をする場合は必ず扉の裏表をおこなってください。⽚側だけの再塗装は反りの原因となります。

※塗装に使用した刷⽑や布は自然発火の可能性がありますので、火気の有無にかかわらず使用後すぐに水に浸して処分

〒360-0031
埼玉県熊谷市
TEL：048
FAX：048

⽉に１・２回程度、乾いた布（やわらかい布）などで表⾯にキズがつかないように、ほこり等のふき取り掃除をしてくだ

鍵穴のゴミやホコリは掃除機で吸い出したり、エアダスター等を使用して拭き出してください。 

ホコリ、ゴミなどがたまりやすい所です。軽快な開閉をするために、定期的に掃除をしてください。

 

も、健康上の理由から、

③刷⽑を使って塗料を伸ばしながら塗装し、乾かないうちに布でふき取りをする（ふき取り仕上げ） 

※再塗装をする場合は必ず扉の裏表をおこなってください。⽚側だけの再塗装は反りの原因となります。

※塗装に使用した刷⽑や布は自然発火の可能性がありますので、火気の有無にかかわらず使用後すぐに水に浸して処分

0031 
熊谷市末広 2-118
048-526-1001 
048-526-1011 

⽉に１・２回程度、乾いた布（やわらかい布）などで表⾯にキズがつかないように、ほこり等のふき取り掃除をしてくだ

ホコリ、ゴミなどがたまりやすい所です。軽快な開閉をするために、定期的に掃除をしてください。 

、できるだけ避

※再塗装をする場合は必ず扉の裏表をおこなってください。⽚側だけの再塗装は反りの原因となります。 

※塗装に使用した刷⽑や布は自然発火の可能性がありますので、火気の有無にかかわらず使用後すぐに水に浸して処分
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⽉に１・２回程度、乾いた布（やわらかい布）などで表⾯にキズがつかないように、ほこり等のふき取り掃除をしてくだ

 

できるだけ避

※塗装に使用した刷⽑や布は自然発火の可能性がありますので、火気の有無にかかわらず使用後すぐに水に浸して処分

     


